
岐阜数学教育研究
2009,Vol.8, 22-34

「資料の活用」における授業の提案と実践
～入荷数を題材とする実験を取り入れた授業～

松野利香1，愛木豊彦2

　新学習指導要領で，「資料の活用」領域が新設されことを踏まえ，資料の傾向を読み取
ることに意義が感じられるような教材を開発することにした。その題材は，靴の販売に
おける入荷数について模擬実験の結果を通して考察することである。本論文は，その教
材の内容及び，中学３年生を対象として行った実践の結果とそれに対する考察をまとめ
たものである。
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1.はじめに

新学習指導要領 [1] で「資料の活用」領域
が新設された。その中で，この領域を指導す
る意義について次のように述べている。「目
的に応じて資料を収集して処理し，その傾向
を読み取って判断するためであり，そのため
に中学校段階では収集・処理・読み取り・判
断に必要な基本的な方法を理解し，これを用
いて資料の傾向をとらえ説明することを通し
て，統計的な見方や考え方及び確率的な見方
や考え方を培う。」特に，この文面で着目し
たのは「資料の傾向を読み取る」という文言
である。これは，[1]の他の部分にも頻出する
が，どのようなことを意味するのかという具
体的な説明はない。そこで，我々は，「ヒスト
グラムの形を統計的な見方や用語によって表
現すること」を「資料の傾向を読み取ること」
の具体例としてとらえることにした。そして，
模擬実験を通して，資料の傾向を読み取るこ
とに明確な意義が感じられるような授業を開
発することにした。

2.教材について

本論文で紹介する授業の題材は，[1] でも

取り上げられている靴の販売である。ここで
は，[1]で示されたものより，現実感を増すこ
とと，ヒストグラムの形に着目できるように
なることをねらい，次のように設定する。
　これから靴屋を開こうとしている人がいる。
その人が店を出す町の候補はA～Fの 6つで，
その町の人々の靴のサイズの分布は，それぞ
れグラフA～Fで与えられているものとする。
グラフ A～Fでは，横軸が靴のサイズで，縦
軸はそのサイズの靴を履く人口のその町の総
人口に対する割合である。

グラフ A（分散 0.328）
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グラフB（分散 1.17）

グラフC（分散 1.96）

グラフD（分散 0.47）

グラフ E（分散0.52）

グラフ F（分散 2.17）

上の 6つの町に対し，売れる靴の個数が多
そうな町がどれかを考察し，それをもとにど
の町に店を出すのかを決定する。そこで，ど
の町が売れる靴が多いかを予測するために次
を仮定する。

• 同じ期間内であれば，店に訪れる人の
数は 6つとも等しい。

• 6つの町すべてにおいて，店に訪れる人
の訪れ方は同様に確からしいものとす
る。つまり，店に訪れる人の靴のサイ
ズが acmとなる確率は，靴のサイズが
acmの人口の総人口に対する割合に等
しいものとする。

• 店に訪れた人は自分の靴のサイズと等
しい靴があれば必ずその靴を買い，な
ければ買わないものとする。

このように仮定し，非常に多くの人が店に
訪れる場合を考えると，その訪れた人の靴の
サイズの分布はグラフで与えられたものに近
いとみなすことができる。したがって，靴を
入荷する場合，各サイズの靴の割合はグラフ
A～Fと同じか近い方が良いと考えられる。
例えば，A 町において，25足入荷すると，

各サイズの個数は，（相対度数（割合））×（入
荷の総数）として下のように求めることがで
きる。

22.5cm 0.1× 25＝ 2.5≒ 3
23.0cm 0.2× 25＝ 5
23.5cm 0.35× 25＝ 8.75≒ 9
24.0cm 0.25× 25＝ 6.25≒ 6
24.5cm 0.1× 25＝ 2.5≒ 3
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これをヒストグラムに表したものが，グラフ
1である。
そして，町の人が25人店に来たときの，売
れる靴の数を調べる。ここで，店に来た25人
の靴のサイズが，22.5cmの人が2人，23cmの
人が 5人，23.5cmの人が 8人，24cmの人が
8人，24.5cmの人が 2人，だったとする。今，
店に訪れた人は必ず靴を買うので，22.5cmの
靴は2足売れたことになる。また，24cmの靴
は 6足しか入荷していないので，店に来た 8
人のうちの 2人は靴を買えないことになる。
このように，入荷数を表すヒストグラムに，
売れた靴の数を○で表し，店に訪れたけど靴
を買えなかった人数を×で表すことにする。
従って，この例では，グラフ 1から分かるよ
うに23足売れたことになる。ここで，○の数
より×の数の方が少なく数えやすいので，以
下，×の数に着目する。つまり，×の数が少
ない方が良いと考えることにする。

グラフ 1

上で述べたように，25足の靴を入荷し，25
人の町の人が訪れたときに，×の数（売れ残っ
た靴の数）が最も少ないと考えられる町を模
擬実験によって選び出す。各町に店を出すと
し，入荷数を25×（割合）をもとにして決め，
Excelの乱数発生を使って模擬実験をし，×の
数を求めた。そして，×の数の平均をまとめ
たものが表 1である。ここでは，各町でそれ
ぞれ 50回ずつの実験をしている。

A B C D E F
平均 3.82 5.16 6.10 4.04 3.98 6.28

表 1

実験結果では，A，E，D，B，C，Fの順に
×の数が少ない。ここで，グラフ A～Fで 5
％を 1として，分散を求めてまとめたものが
表 2である。

A B C D E F
分散 0.33 1.2 2.0 0.47 0.53 2.2

表 2

これを小さい順に並べると，A，D，E，B，
C，Fとなり先の順とほぼ一緒になる。
したがって，ある程度多くの実験をすれば

グラフ A～Fから，次のような特徴に気づく
ことができる。

• 資料の範囲が小さければ，売れる個数
が多い。

• 資料の範囲が同じならば，平均のまわり
に集まっている方が売れる個数が多い。

特に，前者は新しい学習指導要領で定めら
れた学習内容である“資料の範囲”を含んでい
る。ここで資料の範囲とは，資料の最大値と
最小値の差のことである。このように，売れ
る靴の個数が多い町のヒストグラムの特徴を，
統計的な用語を用いて表現することが，資料
の傾向を読み取ることである。そして，この
題材であれば，資料の傾向を読み取ることに
意義を感じられると考えた。
次に模擬実験の方法について説明する。実

は，模擬実験に正二十面体の乱数さいを使え
るようグラフAからFにおいて，データをす
べて 5%刻みにしてある。そのため，各目に
対応表 (A)のように靴のサイズを対応させる
ことができる。これを店に訪れた人の靴のサ
イズとみなす。そして，乱数さいを振った結
果を，グラフ 1のように○や×をかき込んで
いく。このような模擬実験をすれば，計算や
証明できないことに対しても予測をすること
ができる。そして，これは現代社会で実際に
行われているシミュレーションの非常に簡単
なものであり，その方法を知り，経験するこ
とは統計的な見方や考え方及び確率的な見方
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や考え方の良さを理解する上で，重要だと考
えた。

対応表（A）
1 22.5 11 23.5

2 22.5 12 23.5

3 23.0 13 23.5

4 23.0 14 24.0

5 23.0 15 24.0

6 23.0 16 24.0

7 23.5 17 24.0

8 23.5 18 24.0

9 23.5 19 24.5

10 23.5 20 24.5

そこで，以上の内容を扱う本授業の目標を
次の 2点とした。

(1) 分布の様子を統計的な用語を用いて表
現することができる。

(2) 模擬実験の方法を知り，生活の中に活用
しようとする態度を養う。

3.授業の概要
単元名：商売繁盛，カリスマ店長
場　所：岐阜大学教育学部附属中学校
実地日：平成 21年 2月 24日 (火)1時間目
　　　　　　　　 3月 2日 (月)2時間目
対　象：3年 2組　 39名

3.1授業の流れ
本授業は全２時間の構成であり，計画の詳
細は指導案（文末資料１）で示している。
＜第 1時のねらい＞
　資料を使わずに入荷数を決めたときと相対
度数（割合）をもとに入荷数を決めたときと
の売り上げ個数の違いを，模擬実験によって
調べるという活動を通して，相対度数や模擬
実験の意義を理解できる。
＜第 2時のねらい＞
　前時に求めた相対度数をもとにした方法で，
6つの町に対する入荷数を決め，それがどの
くらい売れるのかを模擬実験で調べるという

活動を通して，散らばり（範囲）を考えるこ
との意味を知る。

3.2活動の様子

＜第 1時＞
　前節で示したようなグラフAで与えられて
いる割合をもとに，各サイズの入荷数の決め
方に対する生徒の活動を紹介する。一番多かっ
たのは，（割合）×（入荷の総数）で決める方
法である（写真 1）。他にもグラフA をもと
に，それぞれのサイズに 1足ずつ追加する方
法（写真 2）や，割合の少ないサイズを切り
捨てる方法（写真 3）があった。グラフ Aを
もとに，それぞれのサイズに 1足ずつ追加す
る方法は，いつでも使える方法ではないこと，
割合の少ないサイズを切り捨てる方法は，実
験結果が他の方法に比べて×の数が多くなっ
てしまうことから，（割合）×（入荷の総数）
の考え方が最も良いと結論づけ，2時間目へ
とつなげた。

写真 1

写真 2
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写真 3

＜第 2時＞
　 2時間目では，（割合）×（入荷の総数）で
入荷数を決めて，どの町で一番売れる個数が
多いかを予測するよう問題を提示した。個人
追究では，班の中で町ごとに担当を決め，1人
が 1つの町の入荷数を決定し実験を行い，そ
の結果を班で共有した。予定では，そのあと
に各自でヒストグラムの形に着目して考察を
行うつもりだったが，時間が足りなかったの
で全体交流の中で考察を行った。そのせいか，
実験結果から範囲や平均値に着目すればよい
ことに納得している生徒がいる一方で，根拠
があいまいで十分に納得できていない生徒も
いた。

4.授業に対する考察
4.1アンケート結果
授業後にアンケートを実施した。ただし，
回収したのは，39名中 32名分である。
　生徒の振り返り

• より多くの靴が売れるのは，横に短く，
縦に長い棒グラフの形だと思いました。

• 前回の授業で習った割合の考え方を利
用して，実験を進めていく中で，靴の
サイズの平均値のまわりに集まってい
るほど売れなかった個数は少ないと分
かりました。この結論は Sくんのサイ
ズの範囲がせまいほど×は少なく，サ
イズの範囲が広いほど×が多いと導き
出されたと分かりました。

• 数学が苦手で割合も出来なくて，最初は

意味が分からなかったけど，やっていく
うちに出来て良かった。

• 確率のときの同様にして確からしいと
いえる考えを利用して考えを進めてい
くことができました。最初に予想した
とき勘で当てていたのでデータに基づ
いて考えることが大切だと思いました。
このような学習が将来役に立つかもし
れないと思うとおもしろいと思いまし
た。自分の班では，わりとどれも同じ
分だけ売れたけど，他の班の結果をふ
まえて，どのような形が売れるのかを
考えられた。実験から共通点を見つけ
ていくことが大切だとわかった。

• 確率も一つの商売道具だと思いました。

• どのように決めていけばいいのか知るこ
とができました。山になっている方が確
率が高いっていうのも感覚的に分かるけ
ど，“なんで？”と言われると説明でき
ないくらいの理解度なのでもっとはっき
りしたかったです。（結果だけじゃなく
証明…的な？）私は靴屋になるわけじゃ
ないので絶対とはいえないけど，これ
をどこかで生かしていけたらいいなと
思いました。

アンケート結果
1⃝本授業の題材に対する興味・関心
　本授業の題材が生徒にとって興味・関心を
持てるものであったかどうかを調査した。
質問：今日の授業では，靴を題材に資料の　
　　見方を学習しました。興味を持って取　
　　り組むことができましたか。
結果： できた 20人 (63％)

まあまあできた 8人 (25％)
あまりできなかった 1人 (3％)
できなかった 1人 (3％)
無回答 2人 (6％)
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2⃝数学の有用性の実感
　本授業を通して，日常生活の中で役立つと
感じた内容があったかどうかを調査した。
質問：今回の授業を受けて，生活の中で役立
　　　つと思った数学の内容は何ですか。（複
　　　数回答可）
結果：割合をもとにして入荷

数などを決めること
26人 (81％)

資料（棒グラフ）を，
平均値のまわりに集ま
っているかや範囲に着
目して読み取ること

23人 (72％)

実際に販売する前に，
くじやさいころなどを
使って実験すること

13人 (41％)

なし 1人 (3％)
その他（他の資料も参
考にすること）

1人 (3％)

無回答 1人 (3％)

3⃝評価問題
質問：下の資料は実際に女性 77人男性 77人
　　　を対象として靴のサイズを調査した結
　　　果です。あなたなら靴を売る対象をど

　　　のようにして商売を始めますか。理由
　　　も書いてください。

結果：
• もっと細かく分析して売る
• 女性の靴のサイズと，男性の靴のサイ
ズの割合を出して，靴の数をかけそれ
ぞれに割りふる。

• 男。靴の平均値のまわりにサイズが集
まっていて範囲がせまいから。

• 男女が買えるように男と女が重なって
いる部分の大きさを仕入れる。

• 女性。グラフの振れ幅が小さいから。
• 男の 26.5cm周辺。女は範囲が広く，山
が2つある。しかし，男は範囲がせまく，
平均値のまわりに集まっているから。

4.2考察
先に示した 2つの目標の達成度について考

察する。
(1)分布の様子を統計的な用語を用いて表現　
することができる。
アンケート結果から，平均値のまわりや範

囲に着目して読み取ることが役立つと感じた
生徒は全体の 72％と高めであった。しかし，
評価問題に取り組んでみると，そういった用
語に着目して読み取ることができた生徒はわ
ずかであった。これらのことから，ヒストグ
ラムで表された資料の特徴をつかむ際，平均
値のまわりに集まっているか範囲に着目する
ことに良さは感じているが，それらを用いて



28 「資料の活用」における授業の提案と実践

表現することに課題が残ったと考える。
(2)模擬実験の方法を知り，生活の中に活用し
　ようとする態度を養う。

アンケート結果から，模擬実験を行うこと
に有用性を感じている生徒は全体の41％と低
かった。このことから，模擬実験の有用性を
より多くの生徒が感じられるように授業展開
を工夫していくことが必要であると考える。

5.今後の課題

今後の課題は，授業展開の見直しである。

今回の実践では，予想以上に模擬実験に時間
を要することがわかったので，時間を配分し
直す必要がある。また，どの学年のどの学習
段階において扱うのが良いかを検討しより良
い授業にしたいと考えている。
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　資料 1（指導案）
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